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●IPE（InterProfessional Education）： 
専門職連携教育（複数の領域の専門職者がケアの質
を改善するために互いのことを共に学び合う） 
 

●IPW（InterProfessional Work）： 
多職種連携（複数の領域の専門職者が各々の技術と
役割をもとに、共通の目標を目指して協働する） 

➊ 多様性を認め合う 

➋ 家族中心の支援 

➌ 専門家の連携 

➍ 幼児期の先を見据えて 
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⑤バリアフリーが生み出す新たなバリアー 

 （例：視覚障害者に取って“やさしい“環境であるはず
の点字ブロックの道路が、歩行障害者には”やさしくな
い”環境が増えたと感じられてしまう） 
 

① 物理的バリア （例：車椅子使用者にとっての段差） 

② 制度的バリア （例：国家資格の障害者欠格条項） 

③ 情報・文化のバリア （例：手話通訳のない講演） 

④ 心・意識面のバリア （例：障害者への差別的対応） 

●バリアー ➟ 

●バリア・フリー ➟         

●バリアフリー・コンフリクト➟（衝突・対立・葛藤） 
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人工内耳の出現によりさらに新たなコンフリクトが生まれた 

①手話か人工内耳かの選択に関わって 

②人工内耳か補聴器かの選択に関わって 

③乳幼児期から青年期までの療育・教育機関の選択に関わって 

④聴覚障害児の教育方法の選択に関わって 

⑤「難聴者」と「ろう者」が求める情報保障の差異に関わって 

⑥多様な専門家の間の連携問題と関わって 

⑦国などが進める今後の難聴対策の課題整理に関わって  

聴覚障害児のコミュニケーション手段をめぐるコンフリクト 

●聴覚法（オーディトリー アプローチ） 

●口話法（オーラルアプローチ） 

●手話法（サイン アプローチ） 
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イタール ( Itard 1774-1838)  
パリ国立聾唖学校に住み込みアヴェロンの野生
児を教育し、聴覚障害児の音声言語教育にも尽
力した耳鼻科医 
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聴覚障害児/者のライフステージは 

常にコンフリクトに取り囲まれている！ 

●イタールとギャローデット（世界初のろう者のための
ギャローデット大学を創設）との「手話口話論争」が始ま
るのは1800年代。それ以降も聴覚・口話か手話かのコン
フリクトは止むことなく現在まで続いている。 

●聴覚障害者のための仕事や問題解決に気概と熱意あ
る関係者・組織であるほどに、自らの信念と専門性に自
信と“こだわり”を持つものである。 

●いきおい他領域との連携の必要性を認識しながらも、
利己的に保身となりがちりがちなのは否めない。 

●古今東西、言語・コミュニケーションの補償方法を一つ
に限定し保守することによりコンフリクトが生じてきた。  

 5



• ＋【表情・ジェスチャー】  

•   ＋【聴能（補聴器・人工内耳）】   

•      ＋【手話】  

•         ＋【読話・口話】 

•            ＋【指文字】 

•              ＋【文字】 

• ・・・・融通無碍に    ＋【要約/全文提示】 

   

●一生を通して多様な方法が使われるのであ
るから、言語・コミュニケーションの補償方法を
一つに限定しない 
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●特別講演 

H.デービス博士 

R.シルバーマン博士 

1975年： 
聴覚障害教育国際
会議（東京大会） 
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9 ●Audiologyの世界的な教科書
●第1版（1947年）～第4版（1978年）
●大沼らが訳本を出版（1988年）
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聴覚医学の教科書（第4版：1978年）に 

15章「手話」が入った！ 
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聴覚医学の教科書（第4版：1978年）に 

20章「聾文化」が入った！ 
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●聴覚障害学生（筑波技大）の裸耳聴力（左図）
と補聴器装用時の聞こえ（右図） 

●低域に比べ高域の聞こえが十分でないので「音
」は聞こえるが「言葉」は聞こえにくい 
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音がきこえな
いので装用し
ない

13(4.3%)

電話をかける
ときに役立てら

れる
22(7.2%)

集団の話し合
いに役立てら
れる

37(12.2%)

相手と向かい
合った対話に
役立てられる

86(28.3%)

ことばは聞き
取れないが、
話の流れや音
声の有無を知
るのに役立て
られる

146(48.0%)

図１　補聴器の活用の程度(n=304)

 
手話をコミュニケーション手段としている最近の多くの聾青年が補聴
器も手放さない。「音が聞こえてくる安心感」が理由。補聴器で「音を
感じる世界」に、同時に、文字や手話で「言葉を見る世界」に 
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より高度専門的な情報と 
上質な音環境を求めるようになった若者は 

もはや「手話」のみでは満足しない 

●「手話 ＋ 文字」 を 

●更に 「手話 ＋ 文字 ＋ 音」 を 

“音楽”を日常楽しむ聴覚障害青年が増えている 

●たとえ 残存保有する聴力が 音声（話し言葉）の聞き
分けには役立たなくとも、 音（物音、環境音、音楽）が
聞こえることにより、生活の空間や感性に広がりを見せ
るという側面が大事 

●聴覚法、口話法、手話法など、どのようなコミュニケ
ーション手段が選択されようとも、全ての人に「音」の聞
こえが補償・保障されてよい 
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●難聴の程度が中等度や高度であっても、自分
に適したコミュニケーション手段が手話であると
する「ろう者」もいる。一方、難聴の程度が非常に
重度であっても、補聴器・人工内耳を活用する
「難聴者」もいる。 
●最近の聴覚障害青年の多くは「ろう者・難聴
者」の枠にはまらず、手話も音声も、補聴手段も
文字も駆使し、相手や環境に合わせて融通無碍
に対応する傾向。 

自らの生き方を「ろう者」とするか「難聴者」とするか 
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【エピソード】 
手話を使うろう者であると同時に、人工内耳で聞き
話すNTID学長 

●アメリカ国立聾工科大学（NTID）の歴代の学長は
手話を使うろう者または耳の聴こえない親を持つ
CODA 

●現学長のバックレイ博士も「ろう者」であり、公的
な場では声を出さず手話だけを使い手話通訳者が
常時同行 

●一方、プライベイトな時間は人工内耳を装用し良
く聞き良く話す「難聴者」となる 

●手話も聴覚口話も、相手や状況に合わせ融通無
碍に使い分ける新しいリーダーの姿   15



●人間は、聞こえる・聞こえないにかかわらず
言語を有し、その固有の言語がその人のアイ
デンティティを形作る。 

 

●特に、聴覚障害問題に関わるステークホー
ルダー（当事者も専門家も）がコミュニケーショ
ンモード（音声、手話、文字）の多様性を認め
合わないと、社会の寛容性が失われ、障害者
の育ち方・学び方・生き方が辛くなる。 

 

（秋田県立リハ・中澤操先生との対話から） 
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日本における先進的な 

早期療育・教育プログラムの特徴 

●1980年代、国立特殊教育総合研究所のデモンスト
レーションホームが試行され、筑波大学附属聾学校、
日本聾話学校など全国各地の幼稚部で、また小林
理学研究所母と子の教室や田中美郷教育研究所な
ど民間施設でも早期両親支援が実施された。 

●「母親法」、「自然法」、「ホームトレーニング方式」
などと呼ばれる家族中心指導(family-centered 

approach)の形態で個々の家庭の持つニーズに合っ
た支援が行われた。 

●優れた教育・療育の専門家の存在が功を奏した。 
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1980年代の実践から得られた知見 

① 聴覚に障害のある子供のうちで、いわゆる全聾とよ
ばれるものは少なく、多くの聴覚障害児は何らかの活
用可能な残存聴力を有している。 

② 相当に重度な難聴児であっても、適切な補聴補償と
情報保障により情報の受容能力を発達させることがで
きる。  

③ 健聴児の発達と同じように、乳幼児期からの母子コ
ミュニケーション関係を通した豊かな経験を重ねること
が、後々の言語発達に重要な影響を及ぼす。 

④ 聴覚を活用する能力は聴覚の補償だけで発達する
ものではなく、視覚など他の多感覚を併用したトータル
なコミュニケーション行動に支えられて伸長する。   
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① 子供の前から話し掛けていますか？ 

② 子供の目の高さで話し掛けていますか？ 

③ 子供の注意があなたに向いているときに話していますか？ 

④ あなたの顔が光を背にしない位置で話していますか？ 

⑤ 子供が自分の話があなたにうまく通じなかったと落胆させない
ような対応をしていますか？ 

⑥ 繰り返したくさん話しかけていますか？ 

⑦ 目の前の物事をことばに置き換えてあげていますか？ 

➡ 子供の発達に即して自立的スキルへ向かう 

⑧見えない位置から話しかけられても気付き話し手に近づく子供 

⑨・・・・・・・・・・・  ⑩・・・・・・・・・・・・ 

⇧ 初期の親主導プログラムから ⇩ 
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●自分と相手という対話場面では、聴覚活用を含めて様々な
コミュニケーション手段を活用して話し合うことができるように
なった聴覚障害児/者でも、第三者同士の会話を明瞭に聞き
取ることに困難性がある。 

●社会生活においても第三者同士の会話が聞き取れないこと
は大きなハンディになる。 

●社会的文脈の学習経験から出来事の概要を類推した上で
、誰かに状況を確認するというコミュニケーションスキルは、早
期からの家庭や学校での偶発的学習の経験に基づいて行わ
れる。 

【偶発的学習】 
聞こえる子どもは第三者同士の会話を自然に耳にし
、そのやりとりから情報を得て、無意識に体験的学習
をしている 
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22 聴能訓練 → 聴覚学習 
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子どもの成長につれてどの親もが遭遇することになる共
通したクリティカルな各ライフステージのイヴェントを整理
し専門家間で共有する 

●新生児聴覚スクリーニングでリファーとされ診断が確定され
たとき 

●聴覚補償の方法とコミュニケーション・モードを選択するとき 

●親が我が子とのコミュニケーションを成立させるのが難しいと
悩んだとき 

●他の聴覚障害児と我が子を比べて言葉の発達が遅いので
はと焦りを感じるとき 

●聴覚障害教育機関か通常の小学校かを選定するとき 

●地域の小学校に入れたいがうまく適応できるか、情報保障は
してもらえるか不安なとき、 

●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・など。 
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●聴覚障害乳幼児を育てる親の行く手には、子供の成
長過程を通じて新たな事態に遭遇し選択を迫られ悩む
様々なコンフリクトが待ち構えている。 

●多くの親が乳幼児期に巡り合った最初の専門家の助
言に救われ、その後の一生を左右するほどの影響を受
けている。一方、そのような親によって優れた専門家が
育てられる。 

●担当者には聴覚障害を取り巻く様々な問題に対応でき
る資質と専門性が欠かせない。 

●教育領域は医療・保健・福祉等の関係機関との連携が
ますます重要となる。 

●聴覚障害児の“育ち方・学び方・生き方”に、先を見据
えた切れ目ない支援を 
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聴覚補償 
 

（補聴器：人工
内耳等により自
らの障害を軽減

改善） 

 ヒアリング/ 
コミュニケーション 

 ストラテジー 

情報保障 
 

（伝わりやすい
環境を周囲が
支援） 
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幼児期の先にあるヒアリング/コミュニケー
ション・ストラテジーを見据えて 

●学童期、青年期に必ず直面するコミュニケー
ション・ブレイクダウン（聞こえなかったり聞き間違
いが重なったりすると応答に食い違いが生じ会話
が中断してしまう）に備えて 

●相手の話が聞こえなかったり分からなかったり
した場合に、その事態を修復し会話を継続させる
ためのコミュニケーションスキルの一つが「訂正方
略」（repair strategy） 

●聴き取り能力とコミュニケーション能力を自ら高
めるためのスキルが身に付くよう、幼児期から先
にある切れ目ない目標として見据えておく必要 
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１） 話し手と周囲の状況をよく見る 

２） 何が話題なのかを知る 

３） 話し手にハッキリと話すように頼む 

４） 話し手が誰なのかが分かるようにする 

５） 聞き逃しや聞き間違いを修正していく 

  （訂正方略） 

６） 話し手に対して積極的に反応を表す 

７） 聞きやすい見やすい環境を選ぶ 

８） 問題を見出しその解決に向けて相談できる 

 キーパーソンの協力を得る  

ヒアリング/コミュニケーション・ストラテジー 
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「当事者研究」：自身の障害を分析し、研究する。自らの困り
ごとを研究対象としてとらえ、似た困りごとを抱える仲間と
ともにそのメカニズムや対処法を探る。 

◆山口利勝 

 『中途失聴者と難聴
者の世界』（2003、一
橋出版） 

◆熊谷晋一朗・綾屋紗
月 （石原孝二編）『当
事者研究の研究』2013

年、医学書院 

◆熊谷晋一朗『リハビ
リの夜』2009年、医学
書院  

◆熊谷晋一朗（編）『み
んなの当事者研究』
2017年、金剛出版  
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■視覚障害は  『人と物』 と を繫がりにくくする 

■聴覚障害は  『人と人』 と を繋がりにくくする 

 （哲学者カントの言葉をヘレンケラーが英訳） 

 28


